
厘亟到
京都大学研究用原子炉(KUR)の

安全性について

・ウラン燃料の核分裂で発生する中性子を利用するため
の原子炉

・濃縮ウラン燃料を軽水(Hρ)を満たしたタンク中に配列
して炉心を構成

・ 1964年6月25日に初臨界、同年8月17日にIMW達成

・ 1968年7月16日に5MW達成(出カアップ)

・ 2010年5月26日より低濃縮ウラン燃料を使用

目的
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KURの構造

圧無轤逸"

原子炉断面図

制悌櫓寔動駐窒

^

微調整用制御棒

粗調整用制御棒

(緊急時には0.6秒で落下)
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熱富制御醗射曹
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KURの燃料(標準燃半羽
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停止
制御棒を挿入すること等により、核分裂連鎖反応を

停止する。

KUR:制征畔奉4本が異常検知から0.6秒で炉心内化落下。
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燃料が溶けたりしないように、十分に冷却する。

KUR:炉心タンク内の水が無くならないよう化する。

(冠水維持:3日程度)

燃料ミート

(0.51mm*)

水領域

(2.8mm.)

原子炉安全確保の3原則

閉じ込め

放射性物質力汐卜部ヘ漏れないように、閉じ込める

KUR:通常の換気系を閉止。非常用打Ξ気系のフィルタ
を通して少しずつ抄出。
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停止スクフムとせ
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スクラム
・出力異常(出力高、炉周期短)
温度異常
流異常
・水位異常
停電

・地震
・実験孔・照射孔シャッター開
・マニュアルスクラムボタン
低温照射装置異常
冷中性子源異常
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冷却配管損傷時の冠水維持
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水圧駆動弁は、1次循環ポンプの出口圧
力により開状態を保持する弁であり、ポ
ンプ出口圧力が低下すると自動的に閉
鎖する。配管損等により、1次冷却水
流が低下すると、逆止弁と水圧動弁

は閉状態となり、冷却水は炉心タンク内

に保持される(冠水維持)。

主閉鎖弁は通常(運転時)開状態であり、

逆止弁や水圧動弁からの;洩等の異
常が生じた場合に、手動で閉止する。

Σ主閉鎖弁(手動)
^

逆止弁
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水圧駆動弁
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冷却:緊急注水系
(1次冷却水漏洩時の対応設備)

使用済燃料プール水ご
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東電福島第一原発事故の対心

外部電源喪失ヘの対応

一停止、冠水維持には電源は不要

一非常用発電機及び無停電電源の作動

-KUCA用非常用発電機からの受電

・冷却(冠水維持)機能喪失ヘの対応

一緊急、注水系による注水

一消火栓、消防ボンプからの注水

さらなる安全性向上に向けて

一水槽、可搬式消防ボンプ、可搬式発電機

設備の戸検等

停止、冷却、閉じ込め機能を有する設備について

毎年の施設定期(自主)検査にて点検・作動確認を
実施(赤字の設備は、毎月1回点検)

一制御棒駆動機構、安全保護回路

冷却系の弁、配倖
一緊急、注水系

炉室給非気系、非常用抄気系炉室気密性

一非常用電源

呆全計画に基づく設備の保守・貞検

一炉心タンク健全性調査

一炉室建屋、生体遮ヘい保守点検

-1次冷却水用配管、弁、ボンプ分解検査など


